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〈修士課程〉

〈博士後期課程〉



社会人学生の学業との両立を図るため、授業運営も昼夜開講（平日5・6限、
土曜日開講）や、長期履修制度を利用することにより弾力的に対応しています。

職業や育児・介護等に従事しながら修学を希望する社会人学生の就学の便宜
と授業料の軽減を図る目的で、標準修業年限（修士課程2年、博士後期課程3
年）を超えて一定の期間にわたり計画的に履修し修了することができる制度で

分野融合人材育成のため、
両研究科の講義の相互乗り
入れにより他専攻科目の履
修ができ、修了要件に含まれ
ます。

本学大学院および他大学院
（外国を含む）で履修した授業
科目について、本学大学院に
進学後、上限単位数の範囲内
において、修了要件単位として
認定することができます。

本学大学院修士課程の修了生のうち、約９割が就職します。培った専門知識や
技術を活かして、主に製造業をはじめとした大手企業で技術者（研究・開発職、
設計・技術職、コンピュータ関連職、技術総合職）として活躍しています。
就職課の大学院専属スタッフが学生の進路相談に対応する他、大学院生を対
象とした企業研究や対策講座などの開催、就職活動の旅費補助など充実したサ
ポート体制を整えています。その他、本学大学院および他大学院（外国を含む）
の博士後期課程へ進学して研究者としてのキャリアを積むことができます。

産官学の共同研究に指導教員とともに院生が従
事しています。また、科研費の研究協力者として
先端の研究分野での経験を積み、研究開発能力
とプロジェクトリーダーの資質を養います。

修士課程の院生は平均3回の国内外での学会発表を行
い、研究者としての素養を身に付けます。うち、毎年約20件
の学会表彰を受賞するなど高い実績を上げています。学
外の専門家からのフィードバックを得ることができ、研究
に深みをもたせることができます。
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工学科研究科（修士課程）

社会環境学研究科（修士課程）
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There are scholarship programs for international students, such as the Monbukagakusho Honors Scholarship for 
Privately-Financed International Students, the International Student Private Ambassador Education Scholarship, 
and the Fukuoka City International Foundation Scholarship. Many international students are accepted for one of 
these scholarship programs every year. Through scholarship programs, international students can do graduate 
school study at a low cost.





工学研究科
社会環境学研究科

JR 

福
工
大
前
駅

福
岡
工
業
大
学

福岡工業大学
大学院案内


	FITgraduate_pamphlet2024_01-02
	FITgraduate_pamphlet2024_03-04
	FITgraduate_pamphlet2024_05-06
	FITgraduate_pamphlet2024_07-08
	FITgraduate_pamphlet2024_09-10
	FITgraduate_pamphlet2024_11-12
	FITgraduate_pamphlet2024_13-14
	FITgraduate_pamphlet2024_15-16
	FITgraduate_pamphlet2024_17-18
	FITgraduate_pamphlet2024_19-20
	FITgraduate_pamphlet2024_21-22
	FITgraduate_pamphlet2024_23-24
	FITgraduate_pamphlet2024_25-26
	FITgraduate_pamphlet2024_27-28
	FITgraduate_pamphlet2024_29-30
	FITgraduate_pamphlet2024_H1-H4

